
夏休みに短歌を作りませんか？
光市立図書館は、開館50周年を記念して短歌大会を開催しています。
光市立図書館に関する短歌を作って募集してみませんか？
短歌ってなんか難しそうと思っている人は、8/5（水）10時から
光市立図書館の2階視聴覚室で短歌教室を開催するので、短歌を作って
そのまま応募しよう！短歌大会の詳細は裏面を見てください。

YA
Hikari city library

図書館だより
YA（ヤングアダルト）とは…主に中学・高校生の「子どもと大人の間の世代」を指す言葉です。

おすすめの新刊光市立図書館

その他の新刊は裏面をチェック！

2026年
夏号

市民の生活をよりよい

ものにするための市役

所。私たちに身近な施

設について、より深く

知ることのできる一冊。

『学校を休んだ日は

本をひらいて』

清繭子

主婦と生活社

(2026年)

『市役所に

行ってみよう！』

国土社編集部/編集

国土社

(2026年)

『3分間サバイバルNEO

時代を統べる者』

粟生こずえ

あかね書房

(2026年)

『夏の迷子』

村上しいこ

フレーベル館

(2026年)

学童に通う小５の純成

とみことはともに母親

と二人暮らし。それぞ

れに悩みを抱える２人

に芽生えた友情の物語。

中国の皇帝に「不老不

死の薬を作れ」と命じ

られた術師の男の話な

ど、歴史をテーマにし

たショートショート集。

不登校の時期を経て大

人になった著名人が、

一本道ではない人生・

子供時代を支えてくれ

た本について語る。

※表紙画像の使用については、各出版社の許諾を得ています。
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光市立図書館開館50周年記念短歌大会

図書
館からの

お知らせ

（令和8年5月～7月受入れ分）

【文学】

『私の八月十五日二〇四人の証言』 8・15朗読・収録プロジェクト実行委員会/編 今人舎(2026年)

『蜘蛛』 岡本綺堂・他 汐文社(2026年)

『妖品魔具物語』 廣嶋玲子 小峰書店(2026年)

『プライド 風魔小太郎忍法帖 上巻・下巻』 小前亮 小峰書店(2026年)

『ぼくがぼくであるために』 蒼沼洋人 ポプラ社(2026年)

『透明なぼくらのレモンとキス』 神戸遙真 偕成社(2026年)

『どろぼう妖精と見習い魔女』 こまつあやこ 静山社(2026年) 

『バベルの教室』 乾ルカ PHP研究所(2026年)

『見あげればロフトの窓に 桂の春』 斉藤洋 講談社(2026年)

光市電子図書館
https://web.d-
library.jp/hikari/g0
101/top/

【電子図書】

『余命半年の僕が、死へ急ぐ君と出会った話』 森田碧 ポプラ社(2025年)

『満月がこの恋を消したとしても』 蒼山皆水 KADOKAWA(2023年)

『灰原くんの強くて青春ニューゲーム １～8』 雨宮和希 ホビージャパン(2021～2024年)

『誰が勇者を殺したか』 駄犬 KADOKAWA(2023年)

『保元・平治の乱』 小前亮 理論社(2025年) 

『承久の乱』 小前亮 理論社(2025年)

『フェイクを見破れ 』 山口慎太郎 JTBパブリッシング(2025年)

『そういうゲーム』 ヨシタケシンスケ KADOKAWA(2024年)

【実用書】

『空想科学アカデミア 1・2』 柳田理科雄 ポプラ社(2026年)

『空港のひみつ』 「空港のひみつ」編集室 メイツユニバーサルコンテンツ(2026年)

『なんで古墳を造ったの？』 河野一隆 新泉社(2026年)

『なぜ人は挨拶するのか』 鳥越覚生 筑摩書房(2026年)

『いつもの通り道がおもちゃ箱に！春夏秋冬の草花あそび』 ざっきー 工学社(2026年)

『伝えたい日本の郷土料理 蒸す・揚げる』 日本食生活協会/監修 ほるぷ出版(2026年)

『隕石のひみつ』 阿部新助/監修 メイツユニバーサルコンテンツ(2026年) 

『レクリエーションマジック』 藤原邦恭 いかだ社(2026年)

『宇宙飛行士を支える医師』 笹井恵里子 金の星社(2026年)

短歌のテーマ：『光市立図書館』
作品の中に「光市立図書館」をいれるか、光市立図書館とわかる短歌
応募方法：中学校で配布した応募用紙に記入して図書館へ持ってくるか、
応募フォームからの応募もできます！
締切：9/13(日)

応募フォーム →
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